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公民館は、２０１５年１１月に開館６０周年を迎えます。公民館とともに歩んでき
た市民文化祭も第６０回を迎えます。これを記念して式典・イベントを行いま
す。お気軽にご参加ください。市民文化祭の詳細は２、３ページに紹介して
いますので、ぜひ見学にお越しください。

◆記念式典 ・ オープニングセレモニー◆
と　き　１１月１日（日）昼１時～２時頃
ところ　公民館　地下ホール
内　容　・６０周年記念事業　取り組みの紹介
　　　　・市民文化祭参加グループの活動紹介
　　　　・オペラを聴こう！　市民文化祭参加グループのアトラクション
　　　　※「喫茶わいがや」のコーヒー・クッキーをご試食いただけます。
	 （協力：公民館利用者連絡会）

◆シンポジウムⅡ 「くにたち公民館　現在から未来へ」 ◆

くにたち公民館は、６０周年のあゆみのなかでたくさんの市民・グループの
活動拠点になってきました。今回のシンポジウムⅡは、前回のシンポジウム
Ⅰを踏まえて、現在利用されているグループの方々にお話しいただき、これ
からの公民館のあり方を参加者全員で話し合います。
コーディネーター　上田幸夫（日本体育大学）
お　話　心遊会（シルバー学習室同窓会）、まちの財政を学ぶ会、
　　　　ＫＵＮＩＦＡ日本語サポート、曙光（音楽サークル）、詩の会、
　　　　障害をこえてともに自立する会（「喫茶わいがや」運営団体）
と　き　１１月１日（日）昼２時頃～５時（上記式典終了後、開始します）
ところ　公民館　地下ホール
＊申し込みは不要です。ご自由においでください。
――――――――――――――――――――――――――――――――――
１０月１7～2４日　〈パネル展〉「くにたち公民館　６０年のあゆみ」
１０月１7日昼１時～　〈シンポジウムⅠ〉「公民館の誕生、そして発展を聴く」
いずれも公民館１階市民交流ロビーにて開催します（詳細は６頁参照）。

国立市公民館６０周年記念事業

「ともに歩んで６０年
 －深まる学び、ひろがる明日－」

「６０周年の輝き」
第６０回　くにたち市民文化祭

2015年　くにたち公民館は60周年を迎えます。
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自分自身の世界を読み取り、歴史をつづる権利であり、

　民族衣装体験　
初めて着物を着る外国の方にも、外国の
民族衣装を体験したい日本の方にも楽しん
でいただけます。
※参加をご希望される場合は、事前に申
込み（電話・FAX）を、お願いします。
また、参加には参加費が必要となります。
と　き　１１月８日（日）朝１１時～昼３時
ところ　公民館　３階
企　画　国立国際交流会
申込先　木下☎（５7５）６２９０

　曙光　ライブコンサート　
中国帰国者グループによるコンサートで
す。サックス、エレキギターと歌で中国と
日本の音楽を演奏します。
と　き　１１月１３日（金）昼１２時～
ところ　公民館　ホール
企　画　曙光

フルート　アンサンブル　コンサート
ビゼー「カルメン」、モーツァルト「フィガロの結婚」
から美しい響きの曲や楽しい曲を演奏します。
と　き　１１月１４日（土）夕４時～４時５０分
ところ　公民館　１階ロビー
企　画　櫻

おう

音
いん

の会

　第16回　国際茶会　
香道、茶道、台湾茶席とお茶にまつわる互いの文化交流
をお楽しみください。
※当日、茶券（実費）が必要となります。
と　き　１１月１５日（日）朝１０時～昼３時
ところ　福祉会館　３階
企　画　地域国際交流―まほうのランプ―

第18回　日本語学習者によるスピーチの会
公民館で日本語を学ぶ方々が日々の思いを日本語で話し

ます。スピーチ後の交流会にもぜひご参加ください。
と　き　１１月１４日（土）昼１時～４時半
ところ　公民館　地下ホール
企　画　KUNIFA日本語サポート

文月の会　朗読発表会
年に一度の発表会です。文学作品を
“聴き”にいらっしゃいませんか。色
々なものが“見えて”きます。
と　き　１１月１５日（日）昼２時～夕４時
ところ　公民館　音楽室
企　画　文月の会

演劇『正直なキコリ』
イソップ物語の作品です。子ども

から大人まで楽しめる思い切ったス
トーリーになっています。
と　き　１１月１５日（日）朝１１時～
ところ　公民館　地下ホール
企　画　赤い風船

３世代でつづる
構成吟　「学園都市国立」

青雲の志を持つ青少年を育成するため
に学園都市国立が生まれた成り立ちを尺
八・琵琶の音色でお楽しみください。
と　き　１１月１５日（日）昼１時半～３時半
ところ　公民館　地下ホール
企　画　国立吟詠連盟

おはなし会と工作
絵本の読み聞かせや昔話などのお話会と来年の干支をモ

チーフにした工作をします。ぜひ、遊びにきてください。
と　き　１１月１４日（土）朝１０時～昼３時
おはなし会　朝１１時～／昼２時～
ところ　公民館　３階和室　　企画　まめっちょ

　都山流　尺八本曲発表会　
日本古来からの伝統和楽器「尺八」のみ
による尺八合奏の発表会です。平素あまり
聴けない音色です。
と　き　１１月１４日（土）昼２時～
ところ　公民館　ロビー
企　画　都山流尺八和風会

第45回　国立市書道展
当連盟が市内の書道愛好家に呼びかけて公募した作品の展覧会です。
終了後、入賞作品を市内の商店に無料貸し出しします。
と　き　１１月６日（金）～８日（日）　朝１０時～夕６時（最終日は昼３時まで）
ところ　公民館　ロビー、ホール　企画　国立市書道連盟

　　　　　　　　　合同いけ花展　　　　　　　　　
諸流派が花を通して表現し、出品します。
１５日（日）昼２時よりロビーで、オカリナの演奏にのせて、いけ花のデ
モンストレーションもお楽しみいただけます。
と　き　１１月１４日（土）朝１０時～夕５時／１５日（日）朝１０時～夕４時半
ところ　公民館　３階
文化祭実行委員会による共同企画

オカリナ演奏会
やさしい音色のオカリナを…懐かしく優しさあふれるメロディ…午後の
ひとときに、ぜひ聴いてください。
と　き　１１月１５日（日）昼２時４５分～
　　　　※昼２時～いけ花のデモンストレーションでも演奏します。
ところ　公民館　ロビー　　　企画　オカリーナくにたち

私の国のおかあさん

一橋大学でジェンダーの研究をしているオーストリアのノーラ
さんを通して、おかあさんを語ってもらいます。
と　き　１１月７日（土）昼１時半～４時　　ところ　公民館　講座室
企　画　ホストファミリー・くにたち

１１月６日（金）～８日（日）

１１月１３日（金）～１５日（日）
★いけ花とオカリナのコラボレーション★

と　き　１１月１５日（日）朝１１時～
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学習権とは問い続け、深く考える権利であり、想像し、創造する権利であり、

第54回　せいか会展
（草月流いけばな、絵画、人形）

場に活けて、造形して、絵画とともに楽しんでいます。
コラボの世界へのお越しを、お待ち申し上げます。
と　き　１１月２１日（土）～２４日（火）朝１０時～夕５時
ところ　art スペースせいか（国立市北１―１１―４）
企　画　せいか会

第43回　くにたち絵画グループ展
静物・人物等、好天の時は外でスケッチを好きな画材で

楽しく描きました。ぜひ、ご覧ください。
と　き　１１月１７日（火）～２２日（日）
	 朝９時～夕５時
� （初日は昼１時～、最終日は夕４時まで）
ところ　公民館　ロビー
企　画　くにたち絵画グループ

　民謡　
民謡を愛するメンバーで結成して３年。みなさんが親し
みやすい歌を歌います。
と　き　１１月２１日（土）朝１０時～１１時半
ところ　公民館　地下ホール
企　画　むらさき会

　　　　国立茶道連盟による市民茶会　　　　
今年も楽しい茶席と美味しいお菓子でおもてなし。茶道

がはじめての方でも伝統文化の世界を、ちょっと！のぞい
てみませんか。� ※当日、茶券（実費）が必要となります。
と　き　１１月２２日（日）朝１０時～昼３時
ところ　公民館　３階
文化祭実行委員会による共同企画

　　　　　　　　総合美術展　　　　　　　　
市民自由参加の展覧会です。はじめての方も歓迎します
（無料・審査無）。
と　き　１１月２４日（火）～１１月２₉日（日）朝１０時～夕５時
	 	 （最終日は夕４時）
ところ　　公民館　ロビー：写真、地下ホール：絵画、
� 　　　　　講座室／集会室：工芸・書・拓本
出品受付　１０月３１日（土）～１１月１日（日）　朝１０時～夕５時
� 　公民館　小集会室
作品搬入　１１月２１日（土）昼３時～夜７時、
� 　１１月２２日（日）昼１時～夕４時
� 　公民館　中集会室
文化祭実行委員会による共同企画

芸能フェスティバル・新舞踊と日本舞踊のつどい
４年ぶりの芸能フェスティバルです。芸術小ホールなら
ではの照明と音響効果で美しく楽しい舞台を、ぜひご覧く
ださい。
と　き　１１月２₉日（日）朝１０時～夕４時半
ところ　くにたち市民芸術小ホール
文化祭実行委員会による共同企画

　夢を運ぶ歌声をあなたへ　
気取らずに楽しめるオペラコンサート♪
歌や音楽がお好きな方、ご来場をお待ちしています。
と　き　１１月２₉日（日）昼２時～
ところ　くにたち市民芸術小ホール
企　画　＠びゅ～ん

　焼きたてのマドレーヌとフシギな紙芝居　
みんな集まれー！国立が舞台の童話と紙芝居のはじまり
～♪　焼きたてのマドレーヌもあるよ。
と　き　１１月２８日（土）～１１月２₉日（日）
	 昼１２時～４時（紙芝居は昼２時～）
ところ　公民館　実習室
企　画　リトルラック

第36回　北文化祭
作品展、古本市、花市、リサイクルバザー、やじ北横丁
と　き　１１月１４日（土）、１５日（日）朝９時半～
ところ　北福祉館
問合先　緑川☎（５7５）９７０３

　第77回国立市民謡連盟　秋季大会　
民謡は心のふるさと。大きな声で唄って、ストレスを解
消し、明日への活力を蓄えます。
と　き　１２月６日（日）朝１０時～
ところ　福祉会館
企　画　国立市民謡連盟

　長唄演奏会　
歌舞伎や舞踊のＢＧＭとして発展した三味線音楽。唄・
三味線・囃子を生で演奏します。娘道成寺ほか１３曲。
と　き　１２月６日（日）昼１２時１５分～夕４時
ところ　中地域防災センター
企　画　くにたち長唄同好会

　かのこ着物がたり　－kanokoの軌跡－　
着物を通じて何ができるのか。着付けの練習だけではな
く、ボランティアの様子などもお伝えします。
と　き　１１月２２日（日）昼２時～３時半
ところ　公民館　地下ホール
企　画　着付けサークルかのこ

三世代コーラス
－心遊会コーラス　ハーモニーハートボイス＆ママの森幼稚園ママ＆キッズ－

シルバー学習室卒業生による手話やダンスを交えたコー
ラスです。ママの森幼稚園の親子と一緒に歌います。
と　き　１１月２１日（土）昼１時～３時
ところ　公民館　地下ホール
企　画　心遊会ハーモニーハートボイス

１１月１７日（火）～２２日（日）

１１月２４日（火）～１２月６日（日）
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『雨に唄えば』

個人的・集団的力量を発達させる権利である。

〈Ｃ
シ ネ ボ ッ ク ス

ＩＮＥＶＯＸ　公民館映画会〉

Singin’in the Rain
アメリカ　１９５２年　カラー１０３分

監督　ジーン・ケリー、スタンリー・ドーネン
出演　ジーン・ケリー、デビー・レイノルズ、ドナルド・

オコナー、ジーン・ヘイゲンほか

ジーン・ケリーの歌とダンスの素晴らしさ！　デビー・
レイノルズのキュートな歌声！　この楽しさ！　この華や
かさ！　ミュージカル映画の醍醐味がぎっしり詰まった傑
作であるばかりでなく、１９５０年代のハリウッド映画黄金時
代をも代表する名作。特に、どしゃぶりの雨の中、ジーン
・ケリーが名曲「雨に唄えば」に乗せて、愛する彼女への
思いを歌い踊るシーンは映画史上屈指の名場面です。

と　き　１０月２５日（日）昼２時～
ところ　公民館　地下ホール　定員　８５名（当日先着順）
＊ご自由においでください。ただし、定員を超えた場合は
入場を制限させていただきます。

講　師　東郷　克美（早稲田大学名誉教授・日本近代文学）

と　き　10月15日（木）夜７時半～９時半
ところ　公民館　３階講座室
申込先　公民館☎（572）５１４１
＊この講座はあらかじめ作品を読んできて、参加者が読み
を出しあいます。そのあと講師のお話を聞きます。

講　師　奥田　祥子（ジャーナリスト）

結婚、育児、仕事、介護など、働き盛りの男性は多くの
問題を抱え、周囲からのプレッシャーにさいなまれていま
す。ともすれば当事者が固く口を閉ざし「一個人の問題」
で片付けられがちですが、実際には「少子高齢化」「未婚
社会」「介護離職」など、社会問題として、性別や世代に
関係なく誰もが考えていくべき問題ではないでしょうか。
これらの問題に向き合っている多くの男性を取材してい

る奥田さんのお話を伺い、考えていきたいと思います。

〈奥田さんの本〉
『男性漂流―男たちは何におびえているか』（講談社プラス
アルファ新書）、『男はつらいらしい』（新潮新書）

と　き　１０月１８日（日）昼２時～３時半
ところ　公民館　３階講座室　　定員　３５名
＊ご自由においでください。ただし、定員を超えた場合は
入場を制限させていただきます。

講　師　新井　潤美（上智大学）

現代のイギリスでも、口を開くとアクセントで階級がわ
かってしまうなど、「階級」を意識せざるをえない状況が
あります。イギリス文学の中に表現されている「階級」に
関する皮肉や揶揄。私たちは一体どこまでその作品の面白
みを理解できているのでしょうか。１９世紀に書かれた３作
品から、イギリスの階級意識を読み解きます。

〈新井さんの著書〉
『不機嫌なメアリー・ポピンズ―イギリス小説と映画から
読む「階級」』（平凡社新書）、『自負と偏見のイギリス文化
―Ｊ・オースティンの世界』（岩波新書）他

◆第１回：１１月６日（金）
ジェイン・オースティン『自負と偏見』（新潮文庫）
◆第２回：１２月１１日（金）
シャーロット・ブロンテ『ジェイン・エア』（岩波文庫）
◆第３回：１月１５日（金）
チャールズ・ディケンズ『大いなる遺産』（河出文庫）
※各回で取り上げる作品を、事前に読んできてください。
図書の購入方法については、申込時にお知らせします。

と　き　いずれも昼２時～４時（全３回）
ところ　公民館　３階講座室　　定員　３０名（先着順）
申込先　１０月９日（金）朝９時～
	 公民館☎（５７２）５１４１

会場調整会やチラシで呼び掛け
た「公民館をキレイにしよう！」。
７月６日（月）午後、市民と職
員総勢３４名で、３階廊下の壁のペ
ンキ塗り、３階ベランダの壁掃除、
地下ホールのスクリーンの掃除を
行いました。また、和室の襖の張
り替えも行いました。

呼び掛け
・第６０回くにたち市民
� 文化祭実行委員会
・公民館利用者連絡会
・くにたち地域外国人の
� ための防災連絡会

〈くにたちブッククラブ　記憶をたどり歴史を問う〉
〈文学読書会〉辻邦生『西行花伝』

（新潮文庫）

公民館がキレイになりました
  

３階廊下が
明るくなりました！

地下ホールのスクリーンも白くなりました！

男性漂流

イギリス文学から読み解く
階級意識

―男たちは何におびえているか？―

〈図書室のつどい〉
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学習権とはあらゆる教育の手だてを得る権利であり、

公民館では空調機器等の入替工事のため、８月・９月の２カ月間を全面休館していましたが、１０月１日より再開しま
した。これに伴い、市立第八小学校、国立商工振興株式会社の施設を利用しての会場貸出は終了しました。利用者の皆
さんには大変ご不便をおかけしましたが、今後とも、より良い施設環境の整備に努めてまいりますので、引き続き公民
館をご利用ください。
なお、利用に際しては、１０月１日から１０日昼２時まで会場貸出ができないことや、１１月中旬（予定）の工事期間終了
まで駐輪場の一部が使用できないなど、利用の一部制限がございますので、引き続きご理解とご協力をお願いします。

■施設利用のお知らせ
図書室・印刷機利用　　１０月１日（木）より通常通り再開しました。
市民交流ロビー　　　　	１０月１日より通常通り再開しました。ただし、１０月はサークルによる展示等では使用できま

せん。※「喫茶わいがや」の営業開始は、１０月１３日（火）からの予定です。
会場利用　　　　　　　	１０月１０日（土）昼２時から再開します（昼２時から会場利用を希望する場合は、会場調整会

に参加してください）。
　　　　　　　　　　　※窓口での予約受付は当日昼３時から、電話での仮予約は翌日１１日朝９時からです。

生
せいかつ

活に必
ひつよう

要な日
に

本
ほん

語
ご

を学
まな

びます。日
に

本
ほん

語
ご

のレ
れ べ る

ベルに合
あ

わ
せて勉

べんきょう

強ができます。小
ちい

さな子
こ

どものいる方
かた

は、子
こ

どもを
あずけて勉

べんきょう

強ができます（市
し

内
ない

に住
す

んでいる方
かた

）。くわし
いことは公

こうみんかん

民館までお問
と

い合
あ

わせください。
＊各

かく

曜
よう

日
び

の午
ご　ぜん

前の講
こうざ

座終
しゅうりょうご

了後と土
ど　よう　び

曜日の朝
あさ

１０時
じ

から、ボラ
ンティアによる会

かい

話
わ

練
れんしゅう

習のサポートがあります。
場
ば

　所
しょ

　公
こうみんかん

民館　定
てい

員
いん

　各
かく

コースとも３０人
にん

くらい
費
ひ

　用
よう

　テキスト代
だい

　2，５００円
えん

申
もうしこみさき

込先　公
こうみんかん

民館２階
かい

窓
まどぐち

口で申
もう

し込
こ

んでください。
問
といあわせさき

合先　公
こうみんかん

民館	☎（５72）５１４１

外
がいこくじん

国人の方
かた

がより住
す

みやすい地
ち

域
いき

になるよう、一
いっしょ

緒に考
かんが

え交
こうりゅう

流する場
ば

です。「生
せいかつ

活の情
じょうほう

報が知
し

りたい」、「日
にちじょう

常生
せいかつ

活
で困
こま

っていることを相
そうだん

談したい」、「日
に

本
ほん

語
ご

でたくさん会
かい

話
わ

がしたい」という方
かた

はぜひおこしください。
と　き：１０月

がつ

１６日
にち

（金
きんようび

）朝
あさ

１０時
じ

～１２時
じ

	 （基
き

本
ほん

的
てき

に月
つき

に１回
かい

、金
きん

曜
よう

日
び

午
ごぜんちゅう

前中）
ところ：公

こうみんかん

民館講
こうざしつ

座室　☎（５72）５１４１
※日本人のボランティアも募集中です。詳しくは公民館ま
でお問合せください。

会場調整会に参加しなくても、調整会当日の昼２時から２階事務室で空いている会場の予約を受け付けます。また、
電話での仮予約は昼３時から受け付けています。利用要件などの詳細は、公民館までお問い合せください。

10月１日より公民館が再開しました

■今後の会場調整会日程

使用希望月
ロビー使用
希望月

申込書の
ポスト投入期間

会場調整会
（公民館地下ホール）

２７年１０月
　　１１月

２７年１１月
　　１２月

１０月１日（木）～１０月８日（木）
※�１０月分と１１月分をそれぞれ別の
用紙に記入してください。

１０月１０日（土）※２カ月分実施
朝１０時から１０月分
朝１１時から１１月分

２７年１２月 ２８年１月 １０月１０日（土）～１１月５日（木） １１月７日（土）朝１０時
２８年１月 ２８年２月 １１月７日（土）～１２月３日（木） １２月５日（土）朝１０時

２８年２月 ２８年３月 １２月５日（土）～２８年１月７日（木）
２８年１月９日（土）朝１０時
※第２土曜日実施

２８年３月 ２８年４月 １月９日（土）～２月４日（木） ２８年２月６日（土）朝１０時
２８年４月 ２８年５月 ２月６日（土）～３月３日（木） ２８年３月５日（土）朝１０時

〈外
がい

国
こく

人
じん

の方
かた

へ〉

〈外
がい

国
こく

人
じん

の方
かた

へ〉

生
せい

活
かつ

のための日
に

本
ほん

語
ご

講
こう

座
ざ

10月
がつ

13日
にち

よりはじまります！

にほんご子
こ

育
そだ

てサロンで友
とも

だちをつくりませんか？

コース 曜
よう

日
び

・時
じ

間
かん

対
たいしょう

象

入
にゅう

　門
もん 火

か

曜
よう

日
び

と木
もく

曜
よう

日
び

朝
あさ

10時
じ

～11時
じ

半
はん

これから勉
べん

強
きょう

を
はじめる方

かた

初
しょきゅう

級Ⅰ
水
すい

曜
よう

日
び

朝
あさ

10時
じ

～11時
じ

半
はん

ひらがなの読
よ

み
書
か

きができる方
かた

初
しょきゅう

級Ⅱ
火
か

曜
よう

日
び

と木
もく

曜
よう

日
び

朝
あさ

10時
じ

～11時
じ

半
はん

日本語で簡
かん

単
たん

な
会
かい

話
わ

ができる方
かた

会
かい

　話
わ 水

すい

曜
よう

日
び

朝
あさ

10時
じ

～11時
じ

半
はん

日
にちじょう

常会
かい

話
わ

を学
まな

び
たい方

かた

夜
よる

の部
ぶ

初
しょ

　級
きゅう

火
か

曜
よう

日
び

夜
よる

６時
じ

半
はん

～８時
じ

午
ご

前
ぜん

の講
こう

座
ざ

に来
こ

られない方
かた
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http://www.city.kunitachi.tokyo.jp/kominkan/

１
９
７
１
（
昭
和
４６
）
年
に
、
国
立

公
民
館
利
用
者
連
絡
会
が
結
成
さ
れ
る

前
、
私
は
「
と
き
わ
会
」
と
い
う
混
声

合
唱
団
に
所
属
し
て
い
ま
し
た
。
高
校

時
代
、
コ
ー
ラ
ス
部
に
所
属
し
て
い
た

の
で
す
が
、
高
校
３
年
生
の
時
に
国
立

に
引
っ
越
し
て
き
て
、
ど
こ
か
寂
し
く

な
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
国
立
一
中
の
卒

業
生
や
国
立
音
大
生
が
中
心
と
な
っ
て

結
成
さ
れ
て
い
た
「
と
き
わ
会
」
に
加

入
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
改
築
前
の
く
に
た
ち
公
民

館
は
、
い
ま
以
上
に
会
場
利
用
の
競
争

率
が
大
変
高
く
て
、
楽
器
演
奏
や
ダ
ン

ス
が
で
き
る
ホ
ー
ル
は
特
に
人
気
が
あ

り
ま
し
た
。
昭
和
４０
年
代
以
降
、
国
立

は
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
人
口
が
急
増

し
、
学
習
・
文
化
活
動
も
盛
ん
で
し
た

が
、
公
民
館
は
依
然
１
館
し
か
あ
り
ま

せ
ん
か
ら
、
そ
れ
も
当
然
で
し
ょ
う
。

当
時
の
公
民
館
は
完
全
に
先
着
順
で

会
場
を
予
約
す
る
仕
組
み
だ
っ
た
の
で

予
約
開
始
日
に
は
朝
６
時
頃
か
ら
並
ぶ

人
も
い
て
、
予
約
競
争
は
ど
ん
ど
ん
過

熱
し
て
い
き
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
朝
か

ら
並
べ
な
い
人
も
い
る
し
、
結
果
的
に

利
用
で
き
な
い
人
も
出
る
よ
う
に
な
り
、

先
着
順
だ
け
で
は
公
平
な
公
民
館
利
用

が
実
現
し
な
い
、
利
用
者
同
士
の
調
整

の
場
を
設
け
る
べ
き
だ
と
公
民
館
に
申

し
入
れ
を
し
た
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
、

当
時
の
公
民
館
は
先
着
順
の
例
外
を
認

め
な
い
立
場
を
と
っ
た
の
で
、
そ
れ
な

ら
利
用
者
同
士
で
声
を
掛
け
合
っ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
希
望
を
話
し
合
い
で
調
整

し
よ
う
じ
ゃ
な
い
か
、と
自
主
的
に「
調

整
会
」
を
始
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
私
と
「
婦
人
の
会
」
の
生
島

久
代
さ
ん
な
ど
が
中
心
に
な
っ
て
、
国

立
公
民
館
利
用
者
団
体
連
絡
会
が
発
足
、

私
が
最
初
の
代
表
に
な
り
、
調
整
会
を

開
催
し
て
き
ま
し
た
。

利
用
者
同
士
で
会
場
の
調
整
を
し
て

い
る
う
ち
に
、
公
民
館
は
た
だ
の
貸
館

で
は
な
い
は
ず
、
い
っ
た
い
「
公
民
」

と
は
な
ん
だ
ろ
う
か
と
、
公
民
館
を
改

め
て
見
つ
め
直
す
取
り
組
み
に
展
開
し

て
い
き
ま
し
た
。
私
は
そ
の
頃
設
計
事

務
所
に
就
職
し
、
建
築
の
仕
事
を
始
め

て
い
ま
し
た
が
、
当
時
の
建
築
界
で
も

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
こ
と
が
テ
ー
マ

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
ハ
ー
ド（
施
設
）

ば
か
り
造
る
の
で
は
な
く
、
ソ
フ
ト
面

へ
の
関
心
、
人
と
人
を
つ
な
ぐ
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
あ
り
方
が
問
わ
れ
て
い
ま
し

た
。
そ
こ
で
、当
時
、国
立
市
民
で
東
京

学
芸
大
学
教
授
だ
っ
た
小
林
文
人
先
生

を
お
呼
び
し
て
社
会
教
育
法
な
ど
を
利

用
者
で
勉
強
し
た
り
し
ま
し
た
。
つ
ま

り
公
民
館
と
は
、
行
政
に
市
民
が
啓
発

さ
れ
た
り
、
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
た

り
す
る
よ
う
な
場
で
は
な
く
、
市
民
自

身
が
主
体
的
に
学
び
、
地
域
を
発
展
さ

せ
て
い
く
拠
点
だ
と
い
う
こ
と
を
共
有

し
て
い
っ
た
の
で
す
。

そ
の
後
、
縁
あ
っ
て
第
１０
期
公
民
館

運
営
審
議
会
委
員
と
第
１
期
社
会
教
育

委
員
を
１
９
７
４
（
昭
和
４９
）
年
か
ら

務
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今
年
は

６０
周
年
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
１
９
７

５
（
昭
和
５０
）
年
は
、
２０
周
年
記
念
の

実
行
委
員
会
が
「
記
念
の
つ
ど
い
」
や

各
団
体
の
展
示
、
２０
年
間
の
公
民
館
の

歴
史
と
活
動
を
ま
と
め
る
作
業
を
行
い

ま
し
た
。
そ
こ
で
は
実
行
委
員
長
を
や

ら
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
を
思
い
出
し

ま
す
。
そ
の
実
行
委
員
会
で
は
調
査
部

会
を
つ
く
り
、『
社
会
教
育
施
設
に
関

す
る
市
民
の
評
価
と
期
待
』（
昭
和
５１

年
３
月
）
を
冊
子
に
ま
と
め
ま
し
た
。

こ
の
頃
か
ら
公
民
館
改
築
委
員
会
が
立

ち
上
が
り
、
国
立
市
の
社
会
教
育
施
設

整
備
が
始
ま
っ
て
い
く
わ
け
で
す
。

当
時
ま
だ
２０
代
で
若
か
っ
た
私
に
と

っ
て
、
公
民
館
活
動
を
通
じ
て
国
立
の

文
教
地
区
闘
争
の
な
か
に
い
た
人
た
ち

と
ご
一
緒
で
き
た
こ
と
は
、
大
変
貴
重

な
機
会
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
多
摩
地

域
に
根
ざ
し
て
設
計
・
建
築
の
仕
事
を

し
て
い
こ
う
と
決
意
で
き
た
の
は
、
こ

う
し
た
公
民
館
活
動
の
お
か
げ
だ
と
言

っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

公民館６０周年を記念して、公民館との関わりを市民の皆さんに書いていただいている連載「私と公民館」の第４
弾。今回は、現在公民館の会場調整会の運営にご協力いただいたり、公民館利用者の交流会を開催したりしている
「公民館利用者連絡会」の立ち上げに関わり、初代代表を務められた永田承司さんに１９７０年代の公民館活動につい
てご寄稿いただきました。
� 永田　承司（富士見台）

〈連載〉シリーズ・私と公民館④
国立市公民館６０周年記念

公民館６０周年記念イベントのご案内（再掲）
〈シンポジウムⅠ〉「公民館の誕生、そして発展を聴く
� ―第一世代・第二世代の公民館づくり―」

お　話
「くにたちのまちづくりと公民館」
� 徳永功（元国立市公民館長、初代職員）

「市民による公民館活動の展開」
� 生島久代（元くにたち婦人の会、元公民館利用者連絡会）

「都市公民館モデルとしてのくにたち公民館」
� 小林文人（東京学芸大学名誉教授、元国立市社会教育委員）

「公民館での出会いと学び」
� 三好紀子（公民館運営審議会委員、元公民館保育室利用者）
と　き　１０月１７日（土）昼１時～３時３０分まで
ところ　公民館　１階市民交流ロビー
＊申し込みは不要です。ご自由においでください。

〈パネル展〉「くにたち公民館　６０年のあゆみ」
と　き　１０月１７日（土）朝９時～２４日（土）夕５時まで
ところ　公民館　１階市民交流ロビー
展示内容　公民館のあゆみ６０年史、テーマ別展示など

多くの人が集まる現在の会場調整会
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青
空
ハ
ー
モ
ニ
カ
会
員
募
集
中

健
康
と
親
睦
を
は
か
っ
て
、
複
音
ハ

ー
モ
ニ
カ
（
2１
穴
）
で
合
奏
を
楽
し
ん

で
い
る
シ
ル
バ
ー
の
ク
ラ
ブ
で
す
。
多

少
吹
け
る
方
は
大
歓
迎
‼
年
一
～
二

回
発
表
会
も
あ
り
ま
す
。
見
学
歓
迎
‼

日
時　

毎
週
金
曜
日　

朝
９
時
～
１2
時

場
所　

富
士
見
台
防
災
セ
ン
タ
ー

連
絡
先　

髙た
か

地ち

（
５７７
）
７
７
８
０

水
泳
「
Ｃ
Ｆ
Ｃ
」
会
員
募
集

食
欲
の
秋
、
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
、
体
質

改
善
の
為
、
プ
ー
ル
で
泳
い
で
み
ま
せ

ん
か
！
会
員
、
指
導
者
、
す
べ
て
女
性

で
す
。
初
級
、
中
級
、
上
級
に
分
か
れ

泳
ぎ
ま
す
。
初
心
者
歓
迎
。
体
験
可
。

日
時　

毎
週
火
曜
日　

昼
１2
時
～
２
時

場
所　

総
合
体
育
館　

室
内
プ
ー
ル

連
絡
先　

上
野
（
５０５
）
４
２
４
５

水
泳
会
員
募
集　

か
も
め
ク
ラ
ブ

運
動
不
足
の
方
、
健
康
な
身
体
づ
く

り
に
水
泳
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。
初

心
者
～
上
級
者
、
泳
力
別
に
コ
ー
チ
の

指
導
を
受
け
て
泳
ぎ
ま
す
。
男
女
問
い

ま
せ
ん
。
体
験
可
。

日
時　

毎
週
金
曜
日　

朝
１０
時
～
１2
時

場
所　

総
合
体
育
館　

室
内
プ
ー
ル

連
絡
先　

峰
岸
（
５７２
）
４
３
０
１

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
初
心
者
教
室　

無
料

軽
く
振
っ
た
ス
テ
ィ
ッ
ク
で
ボ
ー
ル

が
は
ず
む
。
ゲ
ー
ト
通
過
で
続
け
て
打

て
る
。
運
動
靴
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

主
催　

国
立
市
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
連
盟

日
時　

毎
週
二
回　

１０
月
８
日
㈭
～

　
　
　

１１
月
８
日
㈰
ま
で　

朝
１０
時
～

場
所　

矢
川
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
コ
ー
ト

連
絡
先　

鈴
木
０９０
（
１１０２
）
３
６
９
５

く
に
た
ち
国
際
友
好
Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
の
会

１０
月
の
異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
会
は
、
一
橋
大
学
留
学
生
の
ア
マ

ガ
ラ
ン
・
オ
ゴ
ン
ド
ー
さ
ん
に
モ
ン
ゴ

ル
の
歴
史
や
文
化
、
諸
事
情
に
つ
い
て

紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

日
時　

１０
月
１５
日
㈭
夜
６
時
半
～

場
所　

一
橋
大
学　

国
際
交
流
会
館

連
絡
先　

和
田
０９０
（
３４９７
）
２
１
１
０

「
落
語
」
で
す
よ
ー
‼

恒
例
「
す
て
っ
き
」
の
年
に
一
度
の

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
で
す
。

名
人
「
吉
原
朝
馬
」
氏
の
落
語
で
た
っ

ぷ
り
笑
っ
て
下
さ
い
。

健
康
体
操
も
あ
り
ま
す
よ
！
入
場
無
料

日
時　

１０
月
１7
日
㈯
昼
２
時
～
４
時

場
所　

福
祉
会
館　

４
階
大
ホ
ー
ル

連
絡
先
「
す
て
っ
き
」（
５７６
）
３
２
０
６

く
に
た
ち
市
民
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

第
37
回
定
期
演
奏
会

ヴ
ェ
ル
デ
ィ
歌
劇
︽
運
命
の
力
︾
序

曲
ブ
ル
ッ
フ
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
協
奏
曲
独

奏
崎
谷
直
人　

ベ
ル
リ
オ
ー
ズ
幻
想
交

響
曲　

指
揮
永
峰
大
輔　

入
場
料
千
円

日
時　

１０
月
１８
日
㈰
昼
２
時
開
演

場
所　

Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｕ
Ｒ
Ｕ
大
ホ
ー
ル

連
絡
先　

事
務
局
０８０
（
５４４５
）
９
２
９
２

９
月
８
日
（
火
）
第
３０
期
第
１１
回
定

例
会
を
開
催
。
委
員
１３
名
、
館
長
、
職

員
２
名
が
出
席
。
傍
聴
２
名
。

前
回
の
議
事
録
確
認

報
告
事
項

○
公
民
館
だ
よ
り
編
集
研
究
委
員
会

休
館
に
よ
り
改
め
て
公
民
館
の
役
割

を
考
え
る
機
会
と
な
っ
た
。
公
民
館
だ

よ
り
の
意
義
に
つ
い
て
も
再
認
識
す
る

必
要
が
あ
る
。

○
社
会
教
育
委
員
の
会

第
４
回
定
例
会
を
開
催
。
生
涯
学
習

振
興
・
推
進
計
画
に
係
る
諮
問
に
つ
い

て
、
事
務
局
よ
り
他
市
の
取
組
み
を
学

習
す
る
機
会
を
持
つ
と
説
明
あ
り
。

○
東
京
都
公
民
館
連
絡
協
議
会

今
年
度
第
１
回
委
員
部
会
研
修
会
が

９
月
2６
日
に
狛
江
市
で
開
催
予
定
。
国

立
市
か
ら
も
事
例
発
表
あ
り
。

○
工
事
の
進
捗
状
況
等
に
つ
い
て

開
館
に
む
け
て
工
事
中
。
代
替
施
設

の
９
月
利
用
率
は
前
月
と
比
べ
上
が
っ

て
お
り
、
引
き
続
き
周
知
徹
底
を
行
う
。

○
市
報
と
公
民
館
だ
よ
り
の
事
務
事
業

評
価
に
つ
い
て
、
公
運
審
と
し
て
意
見

を
集
約
し
、
意
見
書
を
ま
と
め
る
。

議
事

○
第
３０
期
公
運
審
諮
問
に
つ
い
て

石
田
館
長
よ
り
諮
問
内
容
「
公
民
館

の
事
業
評
価
あ
り
方
に
つ
い
て
」
の
説

明
。
外
部
評
価
の
導
入
が
求
め
ら
れ
て

お
り
、
意
義
や
課
題
を
精
査
し
、
今
後

の
公
民
館
の
運
営
改
善
の
た
め
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
。
答
申
期
限
は
来
年
の

８
月
末
。

次
回
は
１０
月
１３
日
（
火
）
午
後
７
時

１５
分
か
ら
公
民
館
。傍
聴
歓
迎
。（
古
旗
）

ひ
ろ
ば

（
８
ペ
ー
ジ
に
も
あ
り
ま
す
）

公
民
館
運
営
審
議
会
報
告

公民館からのお知らせは、ホームページにも掲載しています。

第一部：リーディング発表会（昼２時～）
出　演　ピースリーディングワークショップ参加者の皆さん
　　　　非戦を選ぶ演劇人の会の皆さん
演　出　関根　信一
使用台本『いま、憲法のはなし』（台本構成：石原　燃）

５月から実施してきた朗読ワークショップの発表会です！　
日本国憲法ができた背景はどのようであったか、憲法と私たち
の日常にはどのような関係があるのかを考えます。
第一部は、いまこの国で起こっていること、世界で起こって
いることに思いを馳せながら、ワークショップ参加者が憲法を
読むことを通して考え、表現してきた成果を共有したいと思い
ます。

第二部：ゲストトーク（昼３時₃₀分頃～）
テーマ　民主主義は誰のもの？
　　　　―ワカモノと考える民主主義と平和―
お　話　柳澤協二（元防衛庁長官官房長・内閣官房副長官補）
　　　　諏訪原健（ＳＥＡＬＤｓ参加者・筑波大学大学院生）
　　　　本間信和（ＳＥＡＬＤｓ参加者・筑波大学生）
聞き手　石原　燃（脚本家）

第二部は、元防衛庁長官官房長・内閣官房副長官補の柳澤協
二さんと、学生団体ＳＥＡＬＤｓの参加者の諏訪原健さん、本
間信和さんとのトークセッションです。元官僚、若者という立
場を超え、「一主権者」として熱い議論を巻き起こします！
ぜひお越し下さい。

と　き　１０月１８日（日）昼２時～５時（開場：昼１時半）
ところ　公民館　地下ホール
定　員　	６０名（申込み先着順）
　　　　＊第一部と第二部、両方に参加される方優先です。
申込先　１０月８日（木）朝９時～　公民館☎（５72） ５ １ ４ １全６回のワークショップで練習を積み重ねてきました

いま、憲法のはなし　―戦争を放棄する意志 ₂₀₁₅―

ピースリーディング  in  国立
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＊印は参加自由、他は事前申込みが必要です。

今月の公民館（10 月、11 月初）

〈
サ
ー
ク
ル
訪
問
２
８
９
〉

く
に
た
ち
国
際
友
好
会　

Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｇ

ー
ラ
ン
ド
が
こ
の
２
時
間
で
ぐ
っ
と
近

づ
い
た
と
感
じ
た
の
は
参
加
者
全
員
の

思
い
で
あ
っ
た
ろ
う
。

こ
の
活
動
に
加
え
、
外
国
人
や
留
学

生
向
け
、
日
本
理
解
講
座
や
体
験
学
習

も
企
画
し
て
い
る
。
彼
ら
が
日
本
と
の

懸
け
橋
に
な
る
こ
と
を
願
い
、
互
い
に

異
文
化
を
学
び
信
頼
関
係
を
築
く
プ
ロ

グ
ラ
ム
も
進
め
て
い
る
。
国
立
の
子
ど

も
た
ち
と
留
学
生
を
つ
な
ぎ
、
世
界
に

目
を
開
く
未
来
の
若
者
を
育
て
る
援
助

を
し
た
い
と
市
に
申
し
出
て
い
る
。

年
会
費
千
円
、
公
民
館
だ
よ
り
「
ひ

ろ
ば
」
欄
で
Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
の
活
動
を
確
認

で
き
る
。

賛
同
さ
れ
る
方
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
と
の
こ
と
。

連
絡
先　

和
田
０９０
（
３４９７
）
２
１
１
０

y.w
ada@

m
x2.ttcn.ne.jp

	

〈
文
・
写
真　

三
好
紀
子
〉

Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
は
「
地
域
の
留
学
生
や
外

国
人
と
の
交
流
を
図
り
、
友
情
と
友
好

の
絆
を
深
め
、
世
界
の
平
和
に
貢
献
す

る
」
目
的
を
掲
げ
１５
年
間
活
動
し
て
き

た
。
例
会
「
異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
会
」
に
参
加
し
、
活
動
状
況
を

伺
っ
た
。

今
回
は
、
ワ
ル
シ
ャ
ワ
大
学
東
洋
学

日
本
語
学
科
で
学
ん
だ
フ
ァ
ル
コ
フ
ス

カ
・
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ラ
さ
ん
が
、
映
像

・
音
響
を
使
っ
て
ポ
ー
ラ
ン
ド
を
紹
介
。

１
９
２
０
年
シ
ベ
リ
ア
に
抑
留
さ
れ

た
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
が
せ
め
て
子
ど
も
だ

け
は
こ
の
苦
境
か
ら
救
っ
て
！
と
嘆
願

し
た
と
き
、
７６２
人
の
子
ど
も
を
救
出
し

た
の
は
日
本
だ
っ
た
。
２
年
後
元
気
に

な
っ
て
故
国
へ
帰
さ
れ
た
人
た
ち
、
そ

し
て
ポ
ー
ラ
ン
ド
は
そ
の
恩
義
を
忘
れ

な
い
。︿
連
帯
﹀
で
知
ら
れ
る
ワ
レ
サ

大
統
領
が
「
こ
の
国
を
第
２
の
日
本

に
！
」
と
言
っ
た
の
は
こ
う
し
た
歴
史

的
な
つ
な
が
り
と
、
焦
土
と
化
し
た
国

を
建
て
な
お
し
た
「
東
の
国
日
本
」
へ

の
憧
れ
だ
っ
た
と
流
ち
ょ
う
な
日
本
語

で
語
っ
て
く
れ
た
。「
人
び
と
の
温
か

い
心
こ
そ
が
日
本
の
宝
だ
」
と
言
う
。

参
加
者
が
次
々
と
質
問
す
る
。
ポ
ー

ラ
ン
ド
を
多
面
的
に
理
解
し
た
い
と
い

う
熱
意
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
日
本
と
ポ

ひ
ろ
ば

（
７
ペ
ー
ジ
に
も
あ
り
ま
す
）

中
央
大
学
学
術
講
演
会

演
題
：
台
湾
「
日
本
語
族
」
が
日
本

の
若
者
に
も
た
ら
す
も
の

講
師
：
中
川
洋
一
郎（
経
済
学
部
教
授
）

主
催
：
中
央
大
学

共
催
：
中
央
大
学
学
員
会
国
立
支
部

日
時　

１０
月
１８
日
㈰
昼
３
時

場
所　

せ
き
や
ビ
ル　
７
階
ホ
ー
ル

連
絡
先　

堀ほ
っ

田た

０９０
（
１７６６
）
３
９
２
４

ジ
ン
Ｚ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
い
ち
む
ら
み
さ
こ
さ

ん
の
手
ほ
ど
き
で
、
好
き
な
本
や
音
楽
、

暮
ら
し
、
世
の
中
、
自
分
の
こ
と
等
を

楽
し
く
発
信
す
る
自
由
な
手
作
り
ミ
ニ

雑
誌
ジ
ン
を
作
ろ
う
！　

要
予
約
。

日
時　

１０
月
2４
日
㈯
昼
１
時
半
～

場
所　

ス
ペ
ー
ス
Ｆ

連
絡
先　

石
原
０７０
（
５０２６
）
５
５
５
３

第
204
回
く
い
し
ん
ぼ
ク
ラ
ブ

チ
ャ
ン
さ
ん
の
ベ
ト
ナ
ム
料
理

お
得
意
の
家
庭
料
理
を
教
え
て
い
た

だ
き
ま
す
。
材
料
費
８００
円
。
ふ
き
ん
と

ゴ
ミ
袋
を
ご
持
参
下
さ
い
。

日
時　

１０
月
３１
日
㈯
昼
１
時
～

場
所　

福
祉
会
館　

３
階
料
理
講
習
室

連
絡
先　

八は
ち

宮み
や

（
５７１
）
１
０
０
７

第
13
回
コ
ー
ロ
・
ソ
ア
ヴ
ェ
演
奏
会

曲
目
、
愛
す
る
歌
よ
り　

夢
の
意
味

ア
ン
ド
リ
ー
セ
ン
作
曲
ア
カ
ペ
ラ
ミ
サ

イ
タ
リ
ア
の
曲
等　

女
声
合
唱　

指
揮

岡
本
俊
久　

ピ
ア
ノ
米
良
加
代　

入
場

料
千
円　

団
員
募
集
中
で
す
。

日
時　

１０
月
３１
日
㈯
昼
２
時
半
開
演

場
所　

小
金
井　

宮
地
楽
器
ホ
ー
ル

連
絡
先　

角
野
（
５７３
）
１
３
８
８

１３日（火）朝～生活のための日本語講座
１５日（木）夜　くにたちブッククラブ
 辻邦生『西行花伝』
１７日（土）～＊「くにたち公民館₆₀年の
 あゆみ」パネル展
１７日（土）～＊「公民館の誕生、
 そして発展を聴く」
１８日（日）昼＊図書室のつどい
　「男性漂流―男たちは
 何におびえているか？―」
１８日（日）昼　ピースリーディング
 in 国立「いま、憲法のはなし」
２５日（日）～＊文化祭参加グループ展示
２５日（日）昼＊C

シ ネ ボ ッ ク ス

INEVOX公民館映画会
 『雨に唄えば』
１１月１日（日）昼＊公民館₆₀周年記念式典・

文化祭オープニングセレモニー
１日（日）昼＊シンポジウムⅡ
 「くにたち公民館 現在から未来へ」
６日（金）昼～文学読書会
 「イギリス文学から読み解く階級意識」

―この「公民館だより」は再生紙を使用しています―

「ひろば」掲載写真募集中
「ひろば」に掲載する、国立のまちの風景や行事、自然な
どの写真を募集しています。毎月１、２枚掲載予定です。
ご協力いただける方は、公民館までご連絡ください。

公民館　☎（５72）５１４１

国立市民との出会いの場

食
べ
頃
を
食
べ
ら
れ
た
。

撮
影　

人
見
宣
彦
さ
ん
（
西
）


